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『ものづくり』人材の持続的育成をめざして 

   団体名  中部大学               
 
 

「ものづくり」，「ものづくり教育」は，私たちの未来を創造

します。世界中の国々や地域，人々と共にグローバルな視点か

ら，具体的な行動ができたらと思っています。このセミナーで

は，以下に示しますように，いろんな立場から講演していただ

きました。 

『初等・中等教育の立場から』 

中島康博 氏（日本産業技術教育学会，出雲市立第二中学校長） 

『高等教育の立場から』 

稲崎一郎 氏（学校法人中部大学 国際ＥＳＤセンター長） 

『企業の立場から』 

黒岩 惠 氏（トヨタ社友） 

 『アジア（TVET）の立場から』 

モハメド・ナイム・ヤクブ 氏（コロンボプラン・スタッフカレッジ代表） 

 『欧米（STEM）の立場から』 

マイケル Ａ．デ ミランダ 氏（米国コロラド州立大学教授） 
 
 

本セミナーのまとめを，今後の私たちの行動を含めて，

提案させていただきます。 

１．初等・中等教育の立場から 

・小学校，中学校，高校の段階において，児童生徒の創

造性を育むには，技術に関わる授業が大事であること。 

２．高等教育の立場から 

・日本の技術力を継続し発展させるには，工学に関わる

教育と研究の充実が必要であること。 

３．企業の立場から 

・グローバル社会の中で，トヨタをはじめとする生産活

動方式は重要であること。 

４．アジアの立場から 

・開発途上国への国際協力が喫緊の課題であること。 
５．欧米の立場から 

・これからは，科学・技術・工学・数学の連携教育が大

事であること。 
以上のそれぞれの立場において，今後のＥＳＤ活動は重要な役割を果たすことが共通な視点とな

りました。 

その他関連する学習 


